
 
 

 

新年明けましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いいたします。  
 

冬休みの間，子どもたちは幸い大きな事故やけがもな

く，楽しく過ごせたようです。ご家庭での，きめ細かな

ご指導に感謝いたします。  
私たちの国は，ことのほか一年の始まり「年始」を大切

にしてきました。学校の一年間は４月に始まり３月に終

わる学年単位の「年度」を多く用いていますが，それにしても１月１日は心が引

き締まる思いがします。今ではあまり聞かれませんが新年を迎えると１歳年を

とる「数え年」という考え方もありました。先人は，お正月を新たな気持ちで迎

えていたことが想像できます。私は，「年をとる」という表現より「年を重ねる」

という表現が好きです。年を重ねることで，枝を広げ，幹を太くしていく樹木の

ように，私たちも新しい年を迎え一回り大きくたくましく成長していくイメー

ジをもつからです。３学期の始業式の子どもが一回り大きく育っていく様子を

みることが楽しみでした。ひとつ年を重ねた子どもが「こんなことを今年は挑戦

したい。」「○○ができるように頑張りたい。」と話す姿はとてもすがすがしいも

のです。 
一方，とてつもなく大きな夢や目標の実現に向かって欲張ることなく，こつこ

つと努力を続けることがとても大事なことを子どもたちに感じて欲しいとも思

います。大きな目標や夢だけに限らず，授業中にがんばって発表すること，学習

した漢字の読み書きや計算を正確にできるようにすること，苦手だった縄跳び

や鉄棒ができるようになること，忘れ物をせずきちんと持ち物をそろえて授業

に臨むことなど，身近で小さなことでも良いので，自分の目標や課題をしっかり

ともち，夢に向かって努力を続けて欲しいのです。 
しかし，なかなか努力しても目に見えるような成果として現れないときもあ

るでしょう。いやになってやめてしまおうと思うときがあるかもしれません。子

どもたちには，課題はそう簡単には実現しないことが当たり前だということを

実感させることも時には大切なのです。そして，その時こそ，焦らず，あきらめ

ずにこつこつとやり続けることの大切さを感じて欲しいのです。その応援団は，

やはり，ご家族の皆さんと学校です。いっしょになって後押しをしていきましょ

う。 
どうぞ，今年もよろしくお願いいたします。 
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新春 書き初め競書会を 開催しました。 

1 月 8 日（水） 

3 学期の始業式の後，全校で書き初め競書会を行いました。冬休み中にたくさ

ん練習してきたようで，力作ぞろいの大会になりました。 

 

１年生の様子 

はじめての書き初め大会です。 

いつもより丁寧に,真剣に書いて

いました。 

冬休み中の練習が作品に現われ

ています。 

 

 

 

 

２年生の様子 

２回目の書き初め大会です。 

流石，２回目になると要領よく取

り組むことができます。 

手本をよく見て，先生の指示通り

に真剣に書きました。 

 

 

 

 

 

３年生の様子 

はじめての毛筆での書き初め大

会です。筆遣い，筆の運び，全体

のバランスなど，いろいろなこと

に気を配りながら作品を仕上げ

ていきました。力作ぞろいです。 

 

 

 

 

 



４年生の様子 

4 年生は，個性的な作品が多かったです。筆の運びも大胆に，時々立ち止まって

腕組をしながら，再び書き始め

るなど，それぞれの思いを胸に

秘め大会に臨んでいるようでし

た。 

５年生の様子 

5 年生は，どの子もしっかりとした作品に仕上げていました。先生の指導に忠実

に従い，基礎的な技能，作品づくりに対する姿勢，気迫，すべて優れていまし 

た。学級担任の仲島健太先生も一

緒に取り組んでいました。これも

また，素敵な作品でした。 

 

６年生の様子 

 

なんといっても小学校で最後の

書き初め競書会です。6 年間の思

いを作品に託して取り組みまし

た。中村良成先生の指導の下，着

実に腕を上げてきました。当日は，

その成果を発揮する機会となり，

担任の上杉徹先生の見守る中，真

剣に取り組んでいました。 

 

 



書き初め競書会 各学年の作品です。 

1 年生         2 年生        3 年生    

 

 

 

 

 

 

4 年生         5 年生        6 年生 

                     

お知らせ 

スキー活動について 

本校では 2 月，富山県のスキー場で 5，6 年生を対象にしたスキー活動を予定

しています。保護者の皆様におかれましては当日の準備等でご協力していただ

き心より御礼申し上げます。 

ただ心配なこともあります。皆さんもご存知の通り，例年にない雪不足の状

況が今だに続いております。2 月に入ってもこのような状況が続くようであり

ましたら，スキー活動の中止の決断をせざるを得ないことをお伝えします。 

その場合，バス代金等，当日かかる経費においてキャンセル料が発生しない

期日ぎりぎりの時点で中止の判断をし，早急に保護者の皆様にご案内いたしま

す。何卒ご理解いただきますよう，よろしくお願いします。 

次年度の学級集金等について 

 保護者の皆様には，学級集金をはじめ種々のことに対して金銭的にご負担を

頂いております。そのたびに集金袋に現金を入れて提出していただき感謝申し

上げます。ありがとうございます。 

 ところで，素案の段階ではありますが，次年度から集金関係は口座自動引き

落としの方法を取り入れたいと考えております。宝達中学校では既に実施して

いるところです。町内の他 4 校の小学校もそのように考えているようです。小

学校での自動引き落としのシステムがそのまま中学校でも使用できるというの

が，最大のメリットであり，保護者の皆さんが現金を用意する手間がなくなる

とともに現金の紛失等の事故も確実になくなります。 

 以上の理由で，自動引き落としの集金方法を進めたいと思っております。詳

細については，1 月の授業参観の折にお話ししたいと思います。 


